
大
阪
府
連
で
は
第
４
回
中
国
百
科
検

定
に
向
け
て
、
連
続
５
回
の
教
養
講
座
・

対
策
講
座
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
回
目
と
し

て
、
２
月
17
日
、
日
中
友
好
新
聞
の

「
レ
ー
ダ
ー
」
等
で
健
筆
を
ふ
る
っ
て

お
ら
れ
る
井
手
啓
二
（
長
崎
大
学
・
立

命
館
大
学
名
誉
教
授
）
先
生
を
お
迎
え

し
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
22
名
が
熱
心
に

受
講
さ
れ
ま
し
た
。

井
手
先
生
は
「
中
国
の
長
期
発
展
構

想
―
第
19
回
党
大
会
の
読
み
方
」
と
し

て
、
中
国
は
21
世
紀
中
葉
ま
で
の
３
段

階
発
展
構
想
を
打
ち
出
し
た
。

先
進
国
化
を
急
ぐ
中
国
が
抱

え
る
問
題
は
、
政
治
的
民
主

化
、
格
差
・
環
境
問
題
な
ど

数
多
く
、
中
国
は
ど
の
よ
う

な
道
筋
を
描
い
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？

中
国
社
会
の
今
、

将
来
に
つ
い
て
多
面
的
に
話

さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
８
年
の
改
革
開
放

か
ら
習
・
李
政
権
の
５
年
、

改
革
の
全
面
的
進
化
路
線
と

中
国
の
興
隆
に
つ
い
て
、
一

人
っ
子
政
策
か
ら
二
人
っ
子

政
策
へ
、
戸
籍
制
度
改
革
や
一
帯
一
路

政
策
を
解
説
さ
れ
、
腐
敗
・
汚
職
の
大

規
模
な
摘
発
と
綱
紀
粛
正
に
よ
り
社
会

の
雰
囲
気
が
一
変
し
た
。
社
会
保
障
制

度
の
整
備
も
進
め
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
も
７

年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
る
6.9
％
の
経
済

実
績
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

「
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
・
論
評
は
、
人
事
・

政
界
裏
話
に
傾
き
、
中
国
の
発
展
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、

中
国
共
産
党
を
含
む
中
国
社
会
の
柔
軟

性
や
自
己
革
新
能
力
の
過
小
評
価
が
一

般
的
で
あ
り
、
総
体
的
・

大
局
判
断
に
欠
け
る
も

の
が
多
い
。
近
代
化
・

先
進
国
化
・
民
主
化
に

む
け
て
の
中
国
の
今
後

の
躍
進
・
変
貌
・
興
隆

に
注
目
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

第
４
回
目
は
２
月
28

日
、
片
山
英
徳
府
連
副

理
事
長
が
、
１
級
を
取

得
し
た
体
験
者
が
語
る

必
勝
法
と
し
て
「
地
理
・

民
族
」
を
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
目
は
３
月
３
日
、
渡
辺
武
会

長
が
「
歴
史
」
、
山
本
恒
人
副
会
長
が

「
政
治
と
法
・
経
済
」
早
わ
か
り
を
、

問
題
事
例
を
解
き
な
が
ら
解
説
さ
れ
、

あ
と
３
週
間
検
定
問
題
集
を
し
っ
か
り

や
り
、
「
ポ
イ
ン
ト
解
説
」
は
読
ん
で

知
識
を
ふ
か
め
、
公
式
テ
キ
ス
ト
「
中

国
百
科
」
を
通
読
す
れ
ば
必
ず
合
格
し

ま
す
と
、
参
加
者
18
名
に
ア
ド
バ
イ
ス

さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
申
し
込
み
は
前
回
よ
り
少
な

い
四
百
数
十
名
、
大
阪
は
三
十
四
名
が

受
験
し
ま
す
。
受
験
票
が
届
き
始
め
ま

し
た
。
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中
国
百
科
検
定
対
策
講
座
５
回
シ
リ
ー
ズ

長
期
発
展
構
想
と
党
大
会
の
読
み
方

府連通信

第
２
回
大
阪
府
連
理
事
会

３
月
25
日
（
日
）
２
時
か
ら

国
労
会
館

地
下
会
議
室

仲
間
増
や
し
・
百
科
検
定
取
組
な
ど

先
月
の
「
府
連
通
信
」
で
ご
案

内
し
ま
し
た
、
前
田
尋
氏
の
個
展

が
２
月
12
日
か
ら
17
日
の
会
期
で
、

マ
サ
ゴ
画
廊
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
は
「
丹
波
新
聞
」
の
元
旦

号
に
掲
載
さ
れ
た
（
１
９
９
２
年

か
ら
２
０
１
６
年
）
き
り
絵
原
画

の
内
、
丹
波
・
兵
庫
県
を
中
心
と

し
た
も
の
で
、
川
柳
雑
誌
「
川
柳

塔
」
の
表
紙
原
画
の
小
品
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
初
日
は
積
雪

が
あ
る
と
い
っ
た
寒
い
時
期
で
し

た
が
、
日
中
大
阪
府
連
の
方
々
も

多
数
訪
れ
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

前田尋きり絵展丹波から吹く風

井手啓二さんの講義

３
月
５
日
～
11
日
ま
で
開
催
の

２
０
１
８
年
度
「
全
人
代
」
最
大

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
国
家
主
席
と

副
主
席
の
連
続
２
期
10

年
を
超
え
る
選
出
禁
止

を
定
め
た
憲
法
第
79

条

第
３
項
の
条
項
を
改
め
、

制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と

で
「
終
身
制
」
か
と
話

題
騒
然
と
な
っ
て
い
る
。

「
国
防
予
算
」
が
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
目
標
（
6.5

％
）

を
上
回
る
伸
び
（
8.1
％
）
や
農
村

部
の
貧
困
人
口
を
２
０
２
０
年
ま

で
に
ゼ
ロ
に
す
る
「
脱

貧
困
」
目
標
の
強
調
。

「
資
源
配
分
で
市
場
に

決
定
的
な
役
割
」
と
い

う
文
言
の
「
政
府
活
動

報
告
」
（
李
克
強
国
務

院
総
理
・
行
政
府
）
か

ら
の
削
除
。

さ
ら
に
「
台
湾
独
立
」

へ
の
強
い
警
戒
と
対
台

湾
経
済
優
遇
策
の
二
刀
流
。
等
が

結
構
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
提
案
、

議
論
さ
れ
て
お
り
、
眼
を
離
せ
ま

せ
ん
。
全
人
代
や
政
治
協
商
会
議

委
員
に
「
百
度
」
な
ど
ネ
ッ
ト
や

人
工
知
能
等
新
技
術
の
民
営
経
営

者
の
大
量
進
出
も
興
味
深
い
。
と

り
あ
え
ず
連
日
の
マ
ス
コ
ミ
報
道

に
ご
注
目
を
！

21
日
の
「
百
科
検
定
」
試
験
を

前
に
、
政
治
と
法
、
経
済
、
民
族

な
ど
、
知
識
の
お
さ
ら
い
と
再
確

認
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

全
人
代
＝
全
国
人
民
代
表
大
会

中
国
全
人
代

憲
法
改
正
案
や
機
構
改
革
を
審
議

習近平・李克強両首脳

江
蘇
省
訪
問

お
話
を
聞
く
会

旅
の
感
想
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す

３
月
22
日
（
木
）
３
時
半
か
ら

大
阪
府
連

２
０
５
号
会
議
室
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堺
支
部
は
２
月
18
日
、
ど
い
川

文
化

の
会
・
風
の

つ
ど
い
主
催

「
春
を
呼
ぶ
風
の
つ
ど
い
」
に
共

催
参
加
し
ま
し
た
。
浅
田
支
部
長

が
役
員
や
取
り
組
み
の
紹
介
す
る

中
で
、
植
田
幸
夫
さ
ん
が
新
た
に

入
会
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
結
の
販

売
も
好
調
で
し
た
。

３
月
３
日
の
第
４
回
中
国
百
科

検
定
受
験
対
策
講
座
・
「
歴
史
」
・

「
政
治
と
法
」
・
「
経
済
」
に
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
３

級
に
浅
田
さ
ん
、
２
級
に
上
村
さ

ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
次
回

は
３
級
に
姫
田
さ
ん
、
藤
田
さ
ん

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。４

月
22
日
に
は
、

「
サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
・

第
２
会
議
室
」
午
後

１
時
よ
り
「
日
中
平

和
友
好
条
約
締
結
40

周
年
記
念

公
開
講

座
」
を
行
い
ま
す
。

講
師
は
、
藤
後
博
巳

さ
ん
（
日
中
友
好
協

会
大
阪
府
連
合
会
顧

問
）
テ
ー
マ
は
『
青

少
年
義

勇
軍
隊
員
の

一
員
で
旧

「
満
州
」
へ
ー
敗
戦
、
戦
争
と
平

和
の
時
代
を
生
き
て
ー
』
で
す
。

藤
後
さ
ん
は
「
天
皇
陛
下
の
た

め
に
」
と
使
命
感
に
燃

え
、
満
州
開
拓
青
少
年

義
勇
軍
の
一
員
と
し
て

旧
満
州
に
渡
り
、
そ
し

て
敗
戦
、
八
路
軍
に
従

軍
。憲

法
９
条
が
変
え
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

戦
争
の
真
実
と
平
和
の

尊
さ
を
命
あ
る
限
り
語

り
続
け
て
い
ま
す
。
多

く
の
方
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
上
村
）

堺
支
部

春
を
呼
ぶ
風
の
つ
ど
い
に

共
催
参
加

２
月
17
日
、
中
国
か
ら
の
帰
国

者
や
帰
国
者
二
世
の
方
々
と
共
に
、

餃
子
パ
ー
テ
ィ
と
漢
方
の
勉
強
会

を
開
き
ま
し
た
。

前
日
か
ら
買
い
物
や
餃
子
の
餡

（
白
菜
や
豚
肉
を
刻
ん
だ

具
）
作
り
な
ど
、
帰
国
者

浦
田
さ
ん
夫
妻
や
最
高
齢

の
北
郷
さ
ん
、
自
称
ア
ッ

シ
ー
ち
ゃ
ん
こ
と
原
さ
ん

な
ど
が
、
す
っ
か
り
準
備

し
て
く
れ
て
、
当
日
は
全

員
で
包
餃
子
（
餃
子
を
包

む
こ
と
）
、
ゆ
で
た
て
水

餃
子
の
お
い
し
さ
に
み
ん

な
び
っ
く
り
。
餃
子
を
食

べ
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
自
己
紹
介

を
し
ま
し
た
。

協
会
副
会
長
の
小
林
徳
子
さ
ん

の
「
世
界
の
平
和
の
た
め
に
、
今

は
と
り
わ
け
日
中
友
好
が
大
切
」

と
い
う
お
話
に
参
加
者
一

同
大
納
得
、
帰
国
者
太
田

さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

に
合
わ
せ
て
「
北
国
の
春
」

や
「
故
郷
」
を
大
合
唱
。

部
屋
を
か
え
て
協
会
員

浜
正
幸
さ
ん
の
実
技
を
交

え
な
が
ら
漢
方
の
講
座
。

お
い
し
く
て
、
楽
し
い
、

愉
快
な
一
日
で
し
た
。

（
坂
手
日
登
美
）

東
大
阪
支
部

餃
子
パ
ー
テ
ィ
ー
と
漢
方
講
座

２
月
16
日
天
王
寺
公
園
で
中
国

春
節
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
芝
生

広
場
に
は
屋
台
が
並
び
ス
テ
ー
ジ

で
は
華
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た

広
場
舞
や
中
国
東
北
ヤ
ン
コ
踊
り
、

曲

芸
や

変

面

な

ど
が

表

演

さ
れ
ま
し
た
。

春
節

は

中

国

の
旧

正

月

を

祝
う

た

め

で

、
４

千

年

前

か
ら

あ

っ

た

と
さ

れ

て

い
ま
す
。

天
王
寺
公
園
で
春
節
祭

10
月
か
ら
開
講
中
の
第
１
０
７
期

は
３
月
で
終
了
し
ま
す
。

４
年
前
に
新
教
室
に
変
わ
っ
た
と

き
の
第
１
０
０
期
に
は
１
０
０
数
十

名
が
受
講
、
今
期
は
１
０
０
名
を
割

り
込
む
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
２
日
か
ら
第
１
０
８
期
が
始

ま
り
ま
す
。
初
心
者
の
方
を
対
象
と

し
た
「
中
国
語
講
座
無
料
体
験
レ
ッ

ス
ン
」
を
３
月
27
日
（
火
）
午
前
、

29
日
（
木
）
夜
、
31
日
（
土
）
午
前

の
３
回
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

講
座
内
容
は
同
じ
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら

中
国
語
教
室

①3/27（火）10：00～11：30 大阪府連教室

②3/29（木）18：30～20：00 大阪府連教室

③3/31（土）10：00～11：30 大阪府連教室

初心者を対象とした講座で定員は各回１４名。

事前に事務局まで、お申し込みください。

第１０８期中国語講座は４月２日スタートです。

中国語講座無料入門レッスン

浜正幸さんの漢方講座

会 場：国労会館 3階ホール（JR天満駅）
講習日時：毎週月曜日 18：30～20：30
講習種目：24式・48式太極拳、武術基本功
会 費：12回13,000円 入会金3000円
なんばから移転記念、入会金無料キャンペーン中！

見学・体験レッスンはいつでも参加できます

太極拳天満教室 4/2開講

３
月
４
日
吹
田
市
内
で
水
餃
子

を
作
り
ま
し
た
。
21
名
が
四
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
皮
を
作
っ
て
ね

か
せ
て
、
そ
の
間
に
豚
肉
や
ニ
ラ
、

レ
ン
コ
ン
な
ど
の
餡
を
準
備
し
て

包

餃
子
、

三

名
の
初

参

加
者
は

皮

か
ら
作

る

の
は
初

め

て
、
モ

チ

も
ち
し

て

お
い
し

か

っ
た
と

好

評
で
し

た
。 西

支
部

水
餃
子
の
会

鮮やかな素早い変面


